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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物
【化１】

および
（１）式（ＩＩ）の化合物
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【化２】

および
（２）式（ＩＩＩ）の化合物
【化３】

を含み、式（Ｉ）の活性化合物の
　　式（ＩＩ）の活性化合物に対する重量比が１：０．１から１：１０であり、および
　　式（ＩＩＩ）の活性化合物に対する重量比が１：０．０５から１：１０である
ことを特徴とする殺真菌組成物。
【請求項２】
　式（Ｉ）の活性化合物の
　　式（ＩＩ）の活性化合物に対する重量比が１：０．２から１：５であり、および
　　式（ＩＩＩ）の活性化合物に対する重量比が１：０．１から１：５である、
ことを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載の組成物を真菌に、これらの生息地にまたはこれらが存在しない状態を
保つべき植物、植物の部分、種子、土壌、領域、物質もしくは空間に作用させることを特
徴とする、真菌の制御方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法によって処理され、且つ請求項１に記載の組成物が付着した、苗
、塊茎、根茎、切断体および種子から成る群から選択される増殖物質。
【請求項５】
　請求項１に記載の活性化合物の組成物の、植物病原性真菌の制御のための使用。
【請求項６】
　請求項１に記載の組成物を増量剤および／または表面活性剤と混合することを特徴とす
る、殺真菌組成物の調製方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、公知３－｛１－［２－（４－＜２－クロロフェノキシ＞－５－フルオロピリ
ミド－６－イルオキシ）フェニル］－１－（メトキシミノ）メチル｝－５，６－ジヒドロ
－１，４，２－ジオキサジン（フルオキサストロビン）および他の公知活性化合物からな
り、植物病原性真菌の駆除に非常に適する新規の活性化合物の組み合わせに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　３－｛１－［２－（４－＜２－クロロフェノキシ＞－５－フルオロピリミド－６－イル
オキシ）フェニル］－１－（メトキシミノ）メチル｝－５，６－ジヒドロ－１，４，２－
ジオキサジン（フルオキサストロビン）が殺真菌特性を有することは既に公知である（Ｅ
Ｐ－Ａ－０　８８２　０４３を参照）。この化合物の活性は良好である。しかしながら、
低適用率では時折不十分である。
【０００３】
　さらに、多くのアゾール誘導体を真菌の制御に用いることができることは既に公知であ
る（Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ、第１１版（１９９７）、第１１４４頁；ＷＯ　
９６／１６０４８を参照）。しかしながら、低適用率では、これらの化合物の活性は同様
に常に満足のいくものではない。
【発明の開示】
【０００４】
　式（Ｉ）の３－［１－［２－（４－＜２－クロロフェノキシ＞－５－フルオロピリミド
－６－イルオキシ）フェニル］－１－（メトキシミノ）メチル］－５，６－ジヒドロ－１
，４，２－ジオキサジン（参照：ＤＥ－Ａ－１　９６　０２　０９５）
【０００５】
【化４】

および
（１）式（ＩＩ）の化合物（参照：ＷＯ　９６／１６０４８）
【０００６】
【化５】

および
（２）式（ＩＩＩ）の化合物（参照：ＥＰ－Ａ－０　０４０　３４５）
【０００７】
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【化６】

を含む新規の活性化合物の組み合わせが非常に良好な殺真菌特性を有することが今や見出
されている。
【０００８】
　驚くべきことに、これら３種類の活性化合物を含む本発明による活性化合物の組み合わ
せは、個々の活性化合物の活性の合計または各々の場合において２種類の活性化合物を含
む従来技術の混合物の活性を遙かに上回る。したがって、予測し得ない真の相乗効果が存
在し、単なる活性の付加ではない。
【０００９】
　式（Ｉ）の活性化合物は公知である（例えば、ＥＰ－Ａ－０　８８２　０４３を参照）
。本発明による活性化合物の組み合わせ中に式（Ｉ）の活性化合物に加えて存在する式（
ＩＩ）および（ＩＩＩ）の活性化合物も同様に公知である（参考文献を参照）。
【００１０】
　以下の活性化合物の組み合わせも公知である：
　　式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物を含む活性化合物の組み合わせ：ＷＯ　９８／４７
３６７。
【００１１】
　　式（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の化合物を含む活性化合物の組み合わせ：ＷＯ　９８／
４７３６７。
【００１２】
　本発明による活性化合物の組み合わせにおける活性化合物が特定の重量比で存在する場
合、相乗効果が特に述べられる。しかしながら、活性化合物の組み合わせにおける活性化
合物の重量比は比較的広い範囲で変化し得る。
【００１３】
　一般には、式（Ｉ）の活性化合物の重量部当たり、
　０．１－１０重量部、好ましくは、０．２－５重量部の式（ＩＩ）の活性化合物、
および
　０．０５－１０重量部、好ましくは、０．１－５重量部の式（ＩＩＩ）の活性化合物、
が存在する。
【００１４】
　本発明による活性化合物の組み合わせは非常に良好な殺真菌特性を有し、植物病原性真
菌、例えば、プラスモジオホロミセテス（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ
）、オオミセテス（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、キトリジオミセテス（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍ
ｙｃｅｔｅｓ）、ジゴミセテス（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、アスコミセテス（Ａｓｃｏ
ｍｙｃｅｔｅｓ）、バシジオミセテス（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ジューテロミ
セテス（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）等の制御に用いることができる。
【００１５】
　本発明による活性化合物の組み合わせは、穀類疾患（例えば、エリシフェ（Ｅｒｙｓｉ
ｐｈｅ）、コクリロボラス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）、ピレノフォラ（Ｐｙｒｅｎｏ
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ｐｈｏｒａ）、リンコスポリウム（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）、セプトリア（Ｓｅ
ｐｔｏｒｉａ）、フサリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）、シュードセルコスポレリア（Ｐｓｅ
ｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ）およびレプトスファエリア（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅ
ｒｉａ）、パクシニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）、ウスチラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）、チレテ
ィス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ）およびウロシスチス（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ））の制御、並びに
非穀物（例えば、蔓植物、果実、ラッカセイ、野菜）における真菌感染［例えば、フィト
フトラ（Ｐｈｙｔｈｏｐｈｔｈｏｒａ）、プラスモパラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ）、フィ
チウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）、真菌のうどん粉病（例えば、スフェロテカ（Ｓｐｈａｅｒｏ
ｔｈｅｃａ）もしくはウンシヌラ（Ｕｎｃｉｎｕｌａ））、並びに斑点病の原因微生物（
例えば、ベンツリア（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）、アルテルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）お
よびセプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）及びさらに、リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉ
ａ）、ボトリチス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）、スクレロチニア（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ）お
よびスクレロチウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ））］の制御に特に適する。
【００１６】
　活性化合物の組み合わせが植物疾患の制御に求められる濃度で植物によって十分に寛容
されるという事実は、植物の地上部、増殖貯蔵物および種子、並びに土壌の処理を可能に
する。本発明による活性化合物の組み合わせは葉への適用に、さもなければ種子ドレッシ
ングとして用いることもできる。
【００１７】
　本発明による活性化合物の組み合わせは収穫量の増加にも適する。さらに、毒性が減少
されており、植物によって十分に寛容される。
【００１８】
　本発明によると、すべての植物および植物の部分を処理することが可能である。植物は
、ここでは、すべての植物および植物群、例えば、望ましい、および望ましくない野生植
物または作物（天然作物を含む）を意味するものと理解されるべきである。作物は、トラ
ンスジェニック植物および植物育種者証書によって保護可能であるかもしくは保護不可能
である植物品種を含む、通常の育種および最適化法もしくは生物工学的および遺伝子工学
的方法またはこれらの方法の組み合わせによって得ることができる植物であり得る。植物
の部分は、すべての地上および地下部分並びに植物器官、例えば、苗条、葉、花および根
を意味するものと理解されるべきであり、言及することができる例は、葉、針葉、茎、幹
、花、果実体、果実および種子であり、並びにまた、根、塊茎、根茎である。植物の部分
には収穫された植物および野菜並びに生殖増殖材料、例えば、苗、塊茎、根茎、切断体お
よび種子も含まれる。
【００１９】
　活性化合物を用いる本発明による植物および植物部分の処理は、直接または通常の処理
方法によるこれらの環境、生息地もしくは保存領域に対する活性によって、例えば、浸漬
、スプレー、蒸散、アトマイズ、散布、刷毛塗りによって、および増殖材料の場合、特に
種子の場合、さらに単層もしくは多層被覆によって、行う。
【００２０】
　本発明による活性化合物の組み合わせは、通常の調合物に、例えば、溶液、エマルジョ
ン、懸濁液、粉末、フォーム、ペースト、顆粒、エアロゾル、および種子用の、ポリマー
物質中の被覆および組成物中の微量封入物、並びにＵＬＶ調合物に、変換することができ
る。
【００２１】
　これらの調合物は、公知の方法によって、例えば、活性化合物または活性化合物の組み
合わせを、液体溶媒、加圧下の液化ガスおよび／または固体単体である増量剤と、場合に
より、乳化剤および／または分散剤である表面活性剤および／または発泡剤を用いて、混
合することによって調製する。用いられる増量剤が水である場合、例えば、有機溶媒を補
助溶媒として用いることも可能である。本質的に、適切な液体溶媒には、芳香族物質（例
えば、キシレン、トルエンもしくはアルキルナフタレン）塩素化芳香族物質もしくは塩素
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化脂肪族炭化水素（例えば、クロロベンゼン、クロロエチレンもしくは塩化メチレン）脂
肪族炭化水素（例えば、シクロヘキサンもしくはパラフィン、例えば、石油画分）アルコ
ール（例えば、ブタノールもしくはグリコール）、並びにこれらのエーテルおよびエステ
ル、ケトン（例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンもしくは
シクロヘキサノン）強極性溶媒（例えば、ジメチルホルムアミドおよびジメチルスルホキ
シド）、さもなければ水が含まれる。液化ガス状増量剤または坦体は、周囲温度および大
気圧下で気体である液体、例えば、エアロゾル噴射剤、例えば、ブタン、プロパン、窒素
および二酸化炭素を意味するものと理解されるべきである。適切な固体坦体は、例えば、
粉砕天然無機物（例えば、カオリン、粘土、タルク、白亜、水晶、アタパルガイト、モン
モリロナイトもしくは珪藻土）および粉砕合成無機物（例えば、微細シリカ、アルミナお
よびケイ酸塩）である。顆粒に適する固体坦体は、例えば、粉砕および微細化天然岩石（
例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石および苦灰石、さもなければ無機および有機金属
の合成顆粒、並びに有機物質の顆粒（例えば、木屑、ココナツの殻、トウモロコシ穂軸お
よびタバコ葉柄）である。適切な乳化剤および／または発泡剤は、例えば、非イオン性お
よびアニオン性乳化剤（例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレ
ン脂肪アルコールエーテル（例えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル、アルキ
ルスルホネート、アルキルスルフェート、アリールスルホネート））、さもなければタン
パク質加水分解物である。適切な分散剤は、例えば、リグニン－亜硫酸廃液およびメチル
セルロースである。
【００２２】
　粘着剤、例えば、カルボキシメチルセルロース並びに（粉末、顆粒またはラテックスの
形体にある）天然および合成ポリマー（例えば、アラビアゴム、ポリビニルアルコールお
よびポリビニルアセテート）、さもなければ天然リン脂質（例えば、セファリンおよびレ
シチン）および合成リン脂質を調合物に用いることができる。他の添加物は鉱物および植
物油であり得る。
【００２３】
　着色料（例えば、無機色素（例えば、酸化鉄、酸化チタンおよびプルシアンブルー、お
よび有機染料（例えば、アリザリン染料、アゾ染料および金属フタロシアニン染料））、
並びに微量栄養素（例えば、鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜
鉛の塩）を用いることができる。
【００２４】
　調合物は、一般に、０．１から９５重量％の活性化合物、好ましくは、０．５から９０
％を含む。
【００２５】
　本発明による活性化合物の組み合わせは、そのまま、またはこの調合物において、例え
ば、活性スペクトルを広げ、または耐性の発生を防止するため、公知殺真菌剤、殺菌剤、
ダニ駆除剤、殺線虫剤または殺昆虫剤との混合物として適用することもできる。
【００２６】
　他の公知活性化合物、例えば、除草剤または肥料および成長調節剤との混合物も可能で
ある。
【００２７】
　活性化合物の組み合わせは、そのまま、調合物の形体で、またはこれらから調製された
使用形態として（例えば、即時使用溶液、乳化性濃縮物、エマルジョン、懸濁液、湿潤性
粉末、可溶性粉末および顆粒として）用いることができる。これらは、通常の方法によっ
て、例えば、灌水、スプレー、アトマイズ、撒布、散布によって、および乾燥種子処理用
の粉末、種子処理用の溶液、種子処理用の水溶性粉末、スラリー処理用の水溶性粉末とし
て、または被覆によって、用いられる。
【００２８】
　本発明による活性化合物の組み合わせを用いるとき、適用率は、適用の種類に依存して
、比較的広い範囲で変化し得る。植物の部分の処理においては、活性化合物の組み合わせ
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の適用率は、一般に０．１から１００００ｇ／ｈａ、好ましくは１０から１０００ｇ／ｈ
ａである。種子の処理においては、活性化合物の組み合わせの適用率は、一般に種子のキ
ログラム当たり０．００１から５０ｇ、好ましくは種子のキログラム当たり０．０１から
１０ｇである。土壌の処理においては、活性化合物の組み合わせの適用率は、一般に０．
１から１００００ｇ／ｈａ、好ましくは１から５０００ｇ／ｈａである。
【００２９】
　本発明による活性化合物の組み合わせの良好な殺真菌活性は以下の例から明らかである
。個々の活性化合物は殺真菌活性に関して弱点を示すが、３種類の活性化合物で構成され
た組み合わせは個々の活性の合計を上回る活性を有する。
【００３０】
　殺真菌性における相乗効果は、活性化合物の組み合わせの殺真菌活性が個別に適用され
た活性化合物の活性の合計を上回るとき、常に存在する。
【００３１】
　２または３種類の活性化合物の所定の組み合わせに期待される活性は、以下のように、
Ｓ．Ｒ．　Ｃｏｌｂｙ（「Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　
Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂ
ｉｎａｔｉｏｎｓ」，Ｗｅｅｄｓ　１９６７，１５，２０－２２）に従って計算すること
ができる：
　Ｘは活性化合物Ａをｍ　ｇ／ｈａの適用率で用いるときの効力を示し、
　Ｙは活性化合物Ｂをｎ　ｇ／ｈａの適用率で用いるときに効力を示し、
　Ｚは活性化合物Ｃをｒ　ｇ／ｈａの適用率で用いるときの効力を示し、
　Ｅ１は活性化合物ＡおよびＢをｍおよびｎ　ｇ／ｈａの適用率で用いるときの効力を示
し、並びに
　Ｅ２は活性化合物ＡおよびＢおよびＣをｍおよびｎおよびｒ　ｇ／ｈａの適用率で用い
るときの効力を示すとして、
【００３２】
【数１】

であり、および３種類の活性化合物の組み合わせについては：
【００３３】
【数２】

である。
【００３４】
　効力はここでは％で決定される。０％は対照のものに相当する効力を示し、これに対し
て１００％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【００３５】
　実際の殺真菌活性が算出されたものを上回る場合、この組み合わせの活性は付加的であ
る。換言すると、相乗効果が得られる。この場合、実際に観察される効力は、それぞれ、
期待される効力Ｅ１およびＥ２についての上記式を用いて算出される値を上回らなければ
ならない。
【００３６】
　本発明を下記例によって説明する。しかしながら、本発明はこの例に限定されるもので
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はない。
【実施例】
【００３７】
　エリシフェ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）試験（コムギ）／治療的
　溶媒：５０重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
　乳化剤：１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製品を製造するため、１重量部の活性化合物または活性化合物の
組み合わせを明記された量の溶媒および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で所望の濃度に
希釈する。
【００３８】
　治療的活性について試験するため、若い植物にエリシフェ・グラミニス・エフＳＰ・ト
リチシ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．ｓｐ．Ｔｒｉｔｉｃｉ）の胞子をま
ぶし、接種の４８時間後、これらの植物に活性化合物の調製品を明記される適用率でスプ
レーする。
【００３９】
　これらの植物を約２０℃の温度および約８０％の相対大気湿度の温室内に入れてうどん
粉病膿疱の発生を促進する。
【００４０】
　接種の８日後に評価を行う。０％は対照のものに相当する効力を意味し、これに対して
１００％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【００４１】

【表１】
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